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エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
バ
リ
リ
ィ
エ
“
者

『
レ
・
プ
テ
ィ
・
カ
マ
ラ
ー
ド

　
　
ー
サ
ル
ト
ル
と
ア
p
ン
に
関
す
る
試
論
』

「
ア
ロ
ン
と
と
も
に
正
し
い
よ
り
も
、
サ
ル
ト
ル
と
と
も
に
間
違
っ
て
い

る
方
が
私
に
は
好
ま
し
い
」
（
｝
ぎ
。
注
。
舞
薯
。
一
言
。
旨
薯
8
浮
貯
①
β
。

3
ぎ
づ
累
8
卜
『
8
）
i
こ
れ
は
、
か
つ
て
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ア
ン
リ
”
レ

ヴ
ィ
が
、
ア
ロ
ソ
と
の
イ
ン
タ
ー
ヴ
ュ
の
な
か
で
述
べ
た
言
葉
で
あ
る

（
、
、
菊
昌
ヨ
。
＆
＞
『
8
3
ぎ
臣
一
象
富
≧
。
慧
9
9
G
。
ミ
琶
ざ
彗
一
一
㎝
ぢ
弩
の
」
S
O
）
。

先
に
筆
者
が
ロ
バ
ー
ト
・
コ
フ
ー
ソ
の
『
レ
イ
モ
γ
・
ア
冒
ソ
』
を
書
評

し
た
際
（
本
誌
第
六
＋
巻
第
＋
号
）
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
代
は
も
は
や
過

去
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
、
右
の
言
葉
を
も
っ
て
結



紹介と批評

び
と
し
た
が
、
バ
リ
リ
ィ
エ
は
、
本
書
の
冒
頭
を
こ
の
言
葉
の
引
用
を
も

っ
て
書
き
始
め
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
有
名
な
文
句
は
、

あ
ら
ゆ
る
差
異
を
別
に
し
て
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
叫
び
を
思
い
出
さ

せ
る
．
《
た
と
え
キ
リ
ス
ト
が
真
理
で
な
い
こ
と
を
私
に
証
明
し
て
み
せ

た
に
せ
よ
．
私
は
、
真
理
に
反
し
て
、
キ
リ
ス
ト
を
選
ぶ
だ
ろ
う
V
冷
淡

な
理
性
に
対
す
る
心
情
の
飛
躍
、
不
正
な
知
恵
に
対
す
る
正
し
い
狂
気
。

だ
が
比
較
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
知
識
人
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス

キ
ー
で
は
な
い
。
彼
は
、
お
の
れ
の
心
情
の
真
理
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と

し
て
認
め
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
彼
は
、
合
理
的
な
、
さ
ら
に
科
学
的
な

明
証
性
と
い
う
威
信
を
要
求
す
る
．
つ
ま
り
、
そ
の
心
情
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル

的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
性
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
敵
対
者
の
思
想
に

関
し
て
は
、
そ
れ
は
心
情
を
持
た
ず
、
本
当
の
理
性
を
持
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
、
恥
ず
べ
き
利
益
に
仕
え
る
有
害
な
庇
理
屈
で
あ
る
」
（
p
“
）
と
。

　
確
か
に
、
サ
ル
ト
ル
は
、
知
識
人
た
ち
の
一
世
代
を
肉
化
し
て
い
た
。

五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
サ
ル
ト
ル
は
ま
さ
に
「
キ
リ
ス

ト
」
で
あ
り
、
ア
ロ
ソ
は
「
真
理
」
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
嘘
」
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
八
○
年
ー
サ
ル
ト
ル
の
死
以
後
、
両
者
の
立
場
は
逆

転
す
る
。
「
人
び
と
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
正
し
か
っ
た
と
評
価
す
る

の
を
止
め
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
…
…
私
た
ち
は
、
サ
ル
ト
ル
に
反
対
す

る
の
が
正
し
か
っ
た
。
政
治
に
と
っ
て
の
ア
ロ
ソ
、
道
徳
に
と
っ
て
の
カ

ミ
ュ
、
…
…
サ
ル
ト
ル
は
？
　
偽
り
の
価
値
、
な
ん
で
も
屋
の
作
家
」

（
質
o
。
）
パ
リ
リ
ィ
エ
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
に
対
す
る
評
価
の
振

幅
は
は
な
は
だ
し
い
。
こ
こ
数
年
来
、
二
人
の
プ
テ
ィ
・
カ
マ
ラ
ー
ド
が

論
じ
語
り
の
こ
し
た
も
の
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
論
争
が
冷
静

に
見
直
さ
れ
、
新
た
な
変
化
が
起
り
つ
つ
あ
る
。

　
バ
リ
リ
ィ
エ
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
今
日
、
〈
知
識
人
の
時
代
V

（
一
．
9
β
き
号
三
旨
色
8
言
爵
）
を
去
っ
て
、
《
専
門
家
の
時
代
V
（
一
．
酵
。
山
＄

呂
8
芭
馨
邑
へ
の
移
行
過
程
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
は
．

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

サ
ル
ト
ル
対
ア
ロ
ソ
は
、
思
想
家
対
専
門
家
と
い
う
よ
う
に
卑
小
化
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

る
怖
れ
な
し
と
し
な
い
。
彼
ら
は
、
共
通
の
ユ
マ
ニ
ス
ム
の
内
容
に
関
し

て
論
争
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
バ
リ
リ
ィ
エ
は
問
う
。
サ
ル
ト

ル
”
ア
『
ソ
論
争
は
、
今
後
い
か
に
再
評
価
さ
れ
る
に
せ
よ
、
現
時
点
に

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

お
い
て
両
者
の
哲
学
的
、
文
学
的
、
政
治
的
相
違
点
と
類
似
点
と
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
思
想
的
地
平
を
照
射
す
る
た
め
に
も
必

要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
バ
リ
リ
ィ
ェ
は
、
一
●
■
①
m
ぐ
一
①
・
冨
邑
憲
＄
に
お
い
て
、
二
人
の
三
警
。
冒
Φ

冨
冨
。
暮
亀
。
を
描
く
。
両
者
と
も
に
一
九
〇
五
年
の
生
ま
れ
、
二
四
年

に
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
に
入
学
す
る
。
サ
ル
ト
ル
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト

の
、
ア
ロ
ソ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
、
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
庭
に
育
っ
た
が
、

彼
ら
に
と
っ
て
宗
教
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ア
ロ
ソ
の
く
無
神

論
叉
魯
莚
弩
q
と
は
対
照
的
に
、
サ
ル
ト
ル
の
く
反
神
論
叉
導
葺
ま
ざ
馨
）

　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

は
、
神
の
不
在
に
対
す
る
挑
戦
、
超
越
的
信
仰
へ
の
欲
求
と
し
て
あ
ら
わ

れ
た
こ
と
は
、
両
者
の
あ
い
だ
の
遥
庭
の
い
ち
じ
る
し
さ
で
あ
る
。
中
流

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
出
身
と
し
て
社
会
環
境
は
ほ
ぽ
同
じ
で
も
、
彼
ら
の

生
い
立
ち
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
た
。
父
親
な
き
サ
ル
ト
ル
（
谷
器
号

oo

瑛
象
。
》
ー
魯
。
。
§
貧
O
呂
一
暴
其
8
F
寄
ぎ
」
。
お
噂
マ
お
）
は
、
自
己
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自
身
を
超
え
て
飛
翔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
冒
ソ
は
、
自
分
の

希
望
を
息
子
に
託
す
父
親
を
も
ち
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
責
務
を
負
わ
さ

れ
て
い
た
。
「
…
…
若
き
サ
ル
ト
ル
は
、
振
り
向
か
ず
に
、
世
界
と
思
想

の
な
か
を
突
き
進
ん
で
ゆ
く
。
若
き
ア
ロ
ン
は
世
界
を
持
ち
運
ん
で
ゆ
く
。

サ
ル
ト
ル
は
否
定
し
、
ア
ロ
ソ
は
理
解
す
る
。
サ
ル
ト
ル
は
拒
否
し
よ
う

と
し
、
ア
冒
ソ
は
受
容
し
よ
う
と
す
る
」
（
》
5
。
こ
の
こ
と
が
「
書
く
た

め
に
の
み
生
き
る
」
サ
ル
ト
ル
（
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
）
と
．
「
考
え
る
た
め
に

の
み
生
き
る
」
ア
ロ
γ
と
の
差
異
で
あ
り
、
。
器
暮
。
ξ
と
＆
菖
2
Φ
と

の
、
「
唯
一
の
イ
デ
ー
に
生
き
る
者
」
と
「
複
数
の
イ
デ
ー
に
生
き
る
者
」

と
の
距
離
と
な
る
。
プ
テ
ィ
・
カ
マ
ラ
ー
ド
の
関
係
は
、
戦
中
か
ら
戦
後

へ
と
交
差
し
な
が
ら
、
平
行
す
る
人
生
を
た
ど
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
得
た

体
験
内
容
は
相
似
て
い
る
が
、
そ
の
反
応
は
相
異
な
る
。
と
り
わ
け
《
政

治
V
に
関
し
て
は
、
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
全
体
主
義
』
の
未
来
の
著
者
は
、

激
烈
な
ヒ
ト
ラ
ー
批
判
を
行
っ
た
が
，
サ
ル
ト
ル
は
個
人
的
に
不
安
に
戦

き
つ
つ
も
、
現
実
政
治
に
は
無
関
心
な
ま
で
に
軽
蔑
的
態
度
を
採
っ
た
。

孚
弩
α
q
霞
ざ
ぢ
。
包
①
と
い
う
情
念
に
と
っ
て
、
ラ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
は
革

命
の
ほ
か
に
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
二
人
の
政
治
的
対

立
は
ま
す
ま
す
深
ま
り
ゆ
く
、
ア
ソ
ガ
ジ
ュ
マ
γ
の
こ
と
ご
と
く
に
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

八
年
の
五
月
《
革
命
V
か
ら
七
九
年
の
ゲ
ル
マ
ソ
ト
の
タ
ベ
の
和
解
の

《
握
手
V
ー
こ
の
時
、
ア
ロ
ソ
は
サ
ル
ト
ル
に
目
3
需
§
貫
ヨ
彗
＆
。

と
呼
び
か
け
た
の
だ
が
ー
に
い
た
る
ま
で
。

　
目
零
魯
。
芽
号
留
切
三
目
。
い
①
。
・
S
且
鋒
①
は
、
サ
ル
ト
ル
と
ア
ロ

ソ
の
初
期
作
品
1
『
嘔
吐
』
と
『
歴
史
哲
学
序
論
』
を
中
心
と
し
て

ー
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
理
解
の
基
礎
を
あ
き
ら
か
に
す
る
、

バ
リ
リ
ィ
ェ
に
ょ
れ
ば
、
・
ヵ
ン
タ
ソ
の
存
在
論
的
問
題
は
、
哲
学
者
の

最
も
絶
望
的
な
問
い
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
に
も
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

か
わ
ら
ず
、
サ
ル
ト
ル
の
生
涯
変
ら
な
い
も
の
で
あ
る
．
そ
し
て
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

問
い
を
拒
絶
す
る
人
び
と
は
．
サ
ル
ト
ル
の
敵
で
あ
る
。
世
界
の
深
淵
の

意
味
を
間
う
嘔
吐
の
感
情
が
欝
積
し
て
、
《
器
α
q
程
。
窪
母
へ
の
傾
斜
を
生

み
だ
す
。
反
動
的
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
は
誰
か
。
ロ
カ
ン
タ
ソ
的
危
機
体
験
を

な
お
ざ
り
に
し
て
、
自
分
の
仕
事
に
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
ω
”
蜀
琶
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

そ
れ
は
社
会
階
級
の
代
表
者
で
あ
る
以
前
に
、
サ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
存
在

ヤ
　
　
　
ヘ

論
的
階
級
の
範
型
で
あ
っ
た
．
「
『
嘔
吐
』
は
政
治
的
・
社
会
的
《
次
元
∀

を
含
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
も
、
《
恐
る
べ
き
陶
酔
V
の
政
治
的
・
社
会
的

受
肉
化
を
わ
れ
わ
れ
に
提
示
し
て
い
る
」
（
P
認
）
．
サ
ル
ト
ル
的
世
界
に

は
、
心
理
学
、
生
理
学
、
道
徳
、
政
治
が
区
別
さ
れ
ず
、
融
合
さ
れ
て
一

つ
の
テ
ー
マ
の
周
り
に
放
射
さ
れ
る
．
こ
の
「
言
語
に
絶
す
る
中
心
」
を
、

サ
ル
ト
ル
は
一
ぎ
霞
ま
と
表
現
す
る
．
「
人
間
は
、
彼
が
自
己
で
あ
る
が

ゆ
え
に
で
は
な
く
、
自
己
へ
の
現
前
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
由
で
あ
る
．

あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
な
存
在
は
、
自
由
で
は
あ
り
得
な
い
で

あ
ろ
う
」
（
い
．
軸
慧
9
ざ
≧
ミ
罫
O
毘
ぎ
費
旨
b
8
F
目
箪
一
S
9
㍗
お
㎝
）
。

Z
Φ
冨
ω
9
3
8
名
．
3
。
暮
ー
サ
ル
ト
ル
は
、
人
間
自
身
と
世
界
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
関
係
に
お
け
る
《
対
自
V
の
還
元
不
可
能
な
ず
れ
を
生
み
だ
す
不
安
と

全
能
性
を
、
わ
れ
わ
れ
に
体
験
さ
せ
る
．
人
間
は
自
由
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

〈
自
由
な
意
識
V
は
世
界
全
体
の
5
盆
暮
。
議
暮
。
弩
で
あ
り
、
『
嘔
吐
』

の
直
観
こ
そ
サ
ル
ト
ル
哲
学
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
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ア
ロ
ソ
は
ニ
ク
リ
ヴ
ァ
ソ
で
も
な
け
れ
ば
．
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
で
も
な
い
。

彼
の
眼
か
ら
み
る
と
、
哲
学
と
は
な
ん
ら
か
の
体
系
で
は
な
く
、
世
界
の

ヤ
　
　
　
ヤ

意
味
を
求
め
る
人
間
の
努
力
に
ほ
か
な
ら
ず
、
「
哲
学
と
は
、
真
理
を
探
求

す
る
人
間
が
み
ず
か
ら
に
問
い
か
け
る
根
本
的
な
問
い
で
あ
る
」
（
㌧
ミ
苓

“
§
§
3
貸
ミ
℃
ミ
N
。
。
。
§
ミ
。
魯
㌣
ミ
G
。
§
蓋
O
昌
ぎ
貰
8
。
。
目
。
日
①
一
」
O
o。
ω
｝
す

島
。
）
。
ア
ロ
ン
は
、
こ
の
著
書
の
た
め
に
、
ソ
ル
ボ
ソ
ヌ
で
の
学
位
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
ア
ソ
ダ
ル

審
査
以
来
、
サ
タ
ニ
ス
ム
と
い
う
悪
評
を
こ
う
む
り
．
「
ア
p
ソ
の
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
と
懐
疑
主
義
」
と
い
う
非
難
か
ら
身
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
．
「
理
性
に
よ
る
議
論
と
あ
る
信
仰
告
白
と
に
よ
っ
て
』
。
ド
イ
ツ

の
思
想
家
た
ち
（
デ
ィ
ル
タ
イ
、
ジ
ン
メ
ル
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
、
ウ
ェ
！
バ
ー
）
に

学
ん
だ
ア
冒
ソ
に
と
っ
て
、
世
界
“
歴
史
へ
の
《
理
解
V
は
、
因
果
的

く
説
明
V
と
と
も
に
、
認
識
の
「
客
観
性
の
限
界
」
を
確
定
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
「
も
し
も
理
性
が
も
は
や
く
科
学
的
明
証
性
V
で
は
な
い
と
す

れ
ば
、
そ
れ
を
救
う
唯
一
の
手
段
は
、
道
徳
的
価
値
を
信
じ
る
と
同
じ
よ

う
に
、
理
性
を
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
」
（
P
お
）
。
こ
の
「
神
秘
の
鍵
」
は
、

ア
ロ
ン
の
次
の
言
葉
に
あ
る
。
「
私
は
カ
ソ
ト
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
私
が

今
も
な
お
保
持
し
て
い
る
ひ
と
つ
の
観
念
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
理
性
の
理

念
で
あ
る
」
（
富
魯
§
§
ミ
寒
ミ
墨
魯
ヨ
貰
貸
お
c
。
一
｝
戸
ω
§
。
カ
ソ
ト

に
お
い
て
と
同
様
に
、
ア
・
ン
に
お
い
て
は
、
理
性
は
そ
れ
自
身
を
基
礎

づ
け
ら
れ
ず
、
「
基
礎
づ
け
の
力
」
（
葛
薯
。
マ
h
。
＆
誉
霞
）
た
る
に
す
ぎ
な

い
。
バ
リ
リ
ィ
エ
の
言
う
よ
う
に
、
彼
の
カ
y
ト
主
義
と
は
ざ
暮
冒
目
①

ぎ
ρ
三
9
で
あ
り
、
理
性
信
仰
の
行
為
は
一
種
の
《
賭
け
V
で
あ
る
。
若
き

ア
ロ
ン
は
、
「
理
性
へ
の
愛
」
を
抱
き
つ
つ
も
、
人
間
の
自
由
と
決
断
に
、

生
き
る
誠
実
さ
を
肯
定
す
る
．
『
序
論
』
の
う
ち
に
、
「
わ
れ
わ
れ
は
実
存

主
義
の
最
初
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
唱
．
鰹
）
。

　
食
言
8
窟
暮
。
§
貰
＆
Φ
園
亀
目
。
呂
≧
8
＼
℃
。
ξ
一
．
邑
Φ
3

ひ
＆
冨
．
、
8
暮
お
一
。
目
。
q
①
α
Φ
。
邑
m
8
ロ
菖
卑
一
冒
ヨ
Φ
一
．
．
8
9
①
一
暮
吋
。
身
。
菖
8

。
暮
。
一
。
魅
馨
。
似
一
．
．
．
冒
ぎ
身
＆
。
μ
ψ
宣
嘗
一
一
8
。
嘗
一
Φ
ユ
①
一
．
嘉
8
ぎ
．
．

（
8
二
ざ
角
實
O
m
8
巷
8
窮
目
①
ε
暮
巴
暮
8
α
饗
寓
o
巳
碧
8
一
、
費
旨
銘
⑪
山
Φ

簡
国
＞
乞
ら
｝
q
い
の
》
閑
弓
閃
畢
1
こ
れ
は
、
一
九
四
四
年
に
サ
ル
ト
ル

が
『
存
在
と
無
』
を
ア
ロ
ン
に
献
呈
し
た
折
に
書
か
れ
た
言
葉
で
あ
る

（
．
．
寄
網
馨
呂
≧
。
罠
国
蓉
。
ぎ
①
一
｝
。
一
三
聾
9
嬬
O
§
慧
§
9
欝
｝
＜
。
一
◎
。。
も
ρ

鵠
凸
。
う
一
〇
。
一
に
再
録
さ
れ
て
い
る
）
。
バ
リ
リ
ィ
エ
が
指
摘
す
る
と
お
り
、

サ
ル
ト
ル
は
こ
こ
で
、
「
同
一
の
着
想
で
あ
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ロ
ン
の
テ
ー
ゼ
よ
り
一
層
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
あ
る
こ
と

を
告
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
」
を
自
負
し
て
い
る
。
両
者
の
思
索
の
基
礎
を
対
比

し
て
み
る
と
き
、
歴
史
的
く
理
解
V
、
他
者
関
係
、
自
由
、
決
定
論
、
時

間
性
な
ど
、
サ
ル
ト
ル
は
ア
ロ
ソ
の
テ
ー
マ
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
お
り
、

「
〔
サ
ル
ト
ル
の
〕
思
想
の
地
平
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
徹
底
的
に
敵

対
す
る
と
こ
ろ
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
」
（
戸
9
こ
と
に
気
付
く
。
あ

き
ら
か
に
表
現
上
の
類
比
は
、
剰
窃
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
『
序
論
』

に
お
け
る
他
者
認
識
に
つ
い
て
、
「
意
識
の
溶
解
」
（
、
琶
§
駐
偽
§
＆
§
邑

が
あ
り
得
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
「
他
者
の
意
識
が
観
察
者
に
と
っ
て
客
体

と
な
る
」
関
係
は
、
『
存
在
と
無
』
に
お
け
る
「
言
駐
。
ぎ
の
不
可
能
性
」

と
「
客
体
化
す
る
眼
差
」
に
つ
い
て
の
部
分
と
驚
く
ほ
ど
照
応
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

だ
が
、
サ
ル
ト
ル
の
対
自
の
意
識
に
と
っ
て
は
、
歴
史
の
「
客
観
性
の
限
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界
」
な
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
み
ず
か
ら
の
絶
対
的
自
由
の
酩
酊

状
態
に
浸
り
、
世
界
に
立
ち
向
っ
て
我
が
物
顔
に
振
舞
お
う
と
す
る
。
以

上
の
よ
う
に
、
サ
ル
ト
ル
の
戦
中
日
記
（
富
。
9
§
塞
魯
ミ
辱
寒
魯

Q
慧
ミ
“
蜜
≡
暴
巳
」
。
o
。
ω
）
か
ら
借
用
し
て
、
バ
リ
リ
ィ
エ
は
第
四
章
の

タ
イ
ト
ル
を
一
＜
・
d
3
ざ
富
α
q
き
罵
①
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
サ
ル

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ト
ル
と
ア
ロ
ン
の
奇
妙
な
拮
抗
対
立
を
も
暗
示
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
こ
の
「
奇
妙
な
戦
争
」
の
後
、
そ
し
て
戦
後
、
サ
ル
ト
ル
は
マ
ル
ク
ス

主
義
へ
「
転
向
」
す
る
。
＜
。
『
冨
聾
鼠
歪
馨
。
墨
く
い
U
巨
。
9
5
ぎ

窪
＝
冨
言
ひ
に
お
い
て
、
バ
リ
リ
ィ
エ
は
、
彼
の
転
向
に
疑
問
符
を
付
し

て
い
る
。
先
ず
『
文
学
と
は
何
か
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
も
、
サ
ル
ト
ル
の
《
具
体
的
な
も
の
〉
へ
の
接
近
を
示
す
が
、
〈
歴
史
V

《
プ
p
レ
タ
リ
ア
ー
ト
V
、
あ
る
い
は
《
剰
余
価
値
V
（
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

発
見
は
、
そ
れ
だ
け
で
マ
ル
ク
ス
主
義
と
な
る
に
充
分
で
は
な
い
。
サ
ル

ト
ル
が
擁
護
す
る
「
ア
ン
ガ
ジ
ュ
マ
ン
の
文
学
」
は
、
革
命
や
階
級
闘
争

の
た
め
で
は
な
く
．
〈
年
長
者
V
に
対
す
る
非
難
な
の
で
あ
る
．
だ
が
．

結
局
有
罪
な
の
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
で
あ
っ
た
彼
自
身
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、

彼
の
「
永
い
悔
俊
の
は
じ
ま
り
を
印
づ
け
て
い
る
」
（
寧
漣
－
§
。
バ
リ

リ
ィ
エ
は
、
サ
ル
ト
ル
の
言
葉
を
引
く
．
「
…
…
私
を
変
え
は
じ
め
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
現
実
性
で
あ
り
、
私
の
地
平
に
立
ち
現
わ
れ
た
労

働
者
大
衆
の
重
苦
し
い
現
前
（
一
二
。
霞
号
寓
露
馨
。
）
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

主
義
を
生
き
、
実
践
し
、
プ
テ
ィ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
知
識
人
に
対
し
て

遠
く
か
ら
不
可
抗
的
な
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
巨
大
で
陰
欝
な
集
団
（
8
吋
冨

雪
。
碁
。
9
零
言
耳
。
）
で
あ
っ
た
』
（
♀
ミ
心
§
警
盲
養
駐
§
箋
9
§
§
§
｝

ε
馨
ド
O
毘
ぎ
鶏
負
這
。
・
9
マ
N
o
。
）
。
サ
ル
ト
ル
の
想
像
裡
に
の
み
存
在
す

る
「
非
現
実
的
な
脅
迫
」
ー
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
〈
現
実
的
な
も
の
V
の

要
請
と
し
て
の
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
に
し
か
す
ぎ
な
い
以
上
、
そ
れ
に
適
応
で

き
な
い
場
合
に
は
、
彼
は
い
つ
で
も
「
自
由
の
弁
証
法
」
を
採
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
の
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
弁
証
法
の
体
験
は
、
そ
れ
自
体

弁
証
法
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
「
弁
証
法
的
理
性
」
と
は
「
創
造
的
行
為

の
論
理
」
「
自
由
の
論
理
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
『
批
判
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

お
け
る
「
稀
少
性
」
と
い
う
有
名
な
概
念
は
、
彼
の
「
素
晴
ら
し
い
思
い

つ
き
」
で
あ
り
、
そ
の
神
秘
的
な
起
源
は
、
ま
さ
に
く
太
初
に
稀
少
性
あ

り
き
V
で
あ
る
．
人
間
に
と
っ
て
の
稀
少
性
，
そ
し
て
稀
少
性
に
よ
っ
て

媒
介
さ
れ
る
人
間
関
係
は
、
や
は
り
「
地
獄
」
に
ひ
と
し
く
、
「
サ
ル
ト

ル
的
な
悪
」
、
「
内
在
化
さ
れ
た
暴
力
」
で
あ
る
．
「
還
元
し
え
ぬ
新
し
さ

の
絶
対
的
な
ぎ
芭
＝
魅
巨
一
ま
」
を
語
ろ
う
と
す
る
サ
ル
ト
ル
は
彗
壁
暮

象
く
9
で
あ
る
、
と
バ
リ
リ
ィ
エ
は
論
じ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
，
『
歴
史
の
発
見
」
と
「
歴
史
へ
の
ア
ソ
ガ
ジ
ュ
マ
ソ
」

は
、
ア
ロ
ン
を
一
。
泳
＜
9
身
舅
巽
邑
馨
Φ
た
ら
し
め
な
か
っ
た
。
「
何
人

に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
私
の
よ
う
に
四
十
年
来
絶
え
ず
〔
マ
ル
ク
ス
を
〕
読

み
、
読
み
返
し
て
き
た
者
に
と
っ
て
、
そ
の
偉
大
さ
は
疑
う
余
地
が
な
い

思
想
家
」
（
墨
9
§
器
ミ
。
。
貯
＆
帖
蓉
き
。
D
u
留
≡
暴
具
8
F
一
号
聲
這
β
サ

ω
q
。

。
）
へ
の
讃
辞
を
惜
し
ま
な
い
の
は
当
の
ア
ロ
ン
で
あ
っ
て
、
サ
ル
ト
ル

で
は
な
い
。
バ
リ
リ
ィ
エ
に
し
た
が
え
ば
、
「
お
そ
ら
く
ポ
パ
ー
か
ら
着

想
を
得
て
、
ア
戸
ン
は
、
マ
ル
ク
ス
の
理
論
は
反
駁
で
き
な
い
、
そ
れ
故

に
科
学
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
』
（
マ
。
。
）
。
〈
認
識
V
と
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《
倫
理
V
を
分
離
す
る
こ
と
が
、
彼
に
と
っ
て
は
間
題
で
あ
っ
た
．
マ
ル

ク
ス
の
科
学
概
念
は
価
値
、
哲
学
、
人
間
と
世
界
に
つ
い
て
の
ヴ
ィ
ジ
ョ

ソ
を
含
む
。
『
知
識
人
の
阿
片
』
（
卜
．
O
冨
§
警
。
。
画
§
匙
§
慧
貧
8
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

｝
讐
3
お
。
。
。
）
に
お
い
て
、
世
俗
宗
教
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
歴

史
主
義
」
、
と
り
わ
け
そ
の
「
予
言
主
義
」
が
手
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い

る
。
歴
史
の
意
味
を
選
択
す
る
人
間
の
決
断
1
そ
れ
は
す
ぐ
れ
て
倫
理

的
な
も
の
で
あ
る
ー
を
主
張
す
る
ア
・
ン
は
、
他
方
に
お
い
て
「
政
治
」

か
ら
「
道
徳
」
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
余
り

に
「
道
徳
的
な
政
治
」
、
し
た
が
っ
て
ま
た
「
全
体
主
義
的
な
政
治
」
は
、

け
っ
し
て
容
認
し
て
は
な
ら
な
い
。
「
偽
り
の
イ
デ
ー
を
信
じ
る
こ
と
は
、

そ
れ
を
真
実
の
も
の
と
す
る
に
し
ぽ
し
ば
充
分
で
あ
る
」
（
b
§
。
ミ
9
蔚

鳴
ミ
＆
§
ミ
傍
§
い
Ω
p
臣
暴
β
8
一
一
」
号
聲
一
。
o
。
ω
い
ワ
漣
ω
）
。
こ
の
言
葉
こ

そ
、
サ
ル
ト
ル
と
の
決
定
的
な
差
異
を
指
示
し
て
い
る
。
「
ア
ロ
ソ
は
、

『
反
抗
的
人
間
』
の
カ
ミ
ュ
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
、
人
間
か
ら
希
望

へ
の
権
利
を
奪
う
の
で
は
な
く
、
た
だ
幻
想
的
な
確
実
性
へ
の
権
利
を
奪

う
の
で
あ
る
」
（
b
い
8
）
ー
＜
目
．
国
8
0
ぼ
9
0
零
菖
葺
号
・

　
ア
・
ソ
ほ
ど
『
批
判
』
に
注
意
を
払
っ
た
読
者
は
い
な
い
。
彼
の
『
歴
史

と
暴
力
の
弁
証
法
』
は
、
サ
ル
ト
ル
が
い
か
に
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
は
な

い
か
を
、
そ
し
て
、
彼
の
理
性
1
そ
れ
は
象
邑
ω
9
な
の
だ
が
ー
と

暴
力
の
哲
学
を
容
赦
な
く
証
明
し
て
み
せ
る
．
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
暴
力

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

の
哲
学
で
は
な
い
。
バ
リ
リ
ィ
エ
に
よ
れ
ば
、
ア
ロ
ソ
が
含
騨
婁
霞
V
と

い
う
動
詞
を
第
一
人
称
単
数
で
用
い
て
い
る
の
は
、
生
涯
を
通
じ
て
た
だ

一
度
だ
け
で
あ
る
と
い
う
が
．
「
私
が
嫌
悪
す
る
も
の
（
8
β
ε
。
舞
。
§
）

は
、
…
…
暴
力
の
、
し
か
も
暴
力
そ
の
も
の
の
た
め
の
哲
学
で
あ
る
」

（
霞
婁
。
画
慧
9
ミ
9
§
§
慧
蔚
ご
竃
。
N
§
冬
O
亀
一
ぎ
鴛
侮
℃
い
器
国
器
”
一
・
」
O
お
い

マ
曽
。
。
）
。
ア
ロ
ン
は
、
『
批
判
』
を
暴
力
の
一
ま
。
象
鼠
。
、
す
な
わ
ち
、

鶏
鼠
ぎ
象
審
①
と
し
て
読
む
。
集
団
と
は
、
個
人
と
し
て
の
実
践
と
違
っ

　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

て
、
弁
証
法
的
自
由
に
よ
る
実
践
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
の
い
う
「
溶
解
状

態
の
集
団
」
（
α
q
唇
唇
。
。
＝
邑
§
）
は
、
限
定
的
な
高
揚
し
た
状
況
、
他
集

団
と
の
闘
争
に
お
い
て
生
じ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
「
意
識
の

溶
解
」
が
実
現
可
能
と
な
る
。
こ
の
集
団
以
前
は
、
「
集
列
性
」
、
「
実
践

的
惰
性
態
」
の
拡
散
し
た
暴
力
で
あ
り
、
集
団
以
後
は
、
「
誓
約
」
「
同
胞

性
”
テ
ロ
ル
」
「
組
織
」
「
権
威
」
「
制
度
」
の
暴
力
で
あ
る
。
そ
し
て
、

歴
史
は
か
か
る
「
無
益
な
情
念
」
の
無
限
反
覆
で
あ
る
か
に
み
え
る
。
勿

論
、
サ
ル
ト
ル
的
暴
力
の
非
合
理
性
に
異
議
を
唱
え
た
の
は
ア
ロ
ソ
一
人

で
は
な
い
。
バ
リ
リ
ィ
ェ
は
、
＜
目
一
。
＜
三
窪
8
に
お
い
て
、
『
批
判
』

と
同
年
に
刊
行
さ
れ
、
『
批
判
』
を
ま
っ
た
く
知
ら
ず
に
書
か
れ
た
エ
リ

ア
ス
・
カ
ネ
ッ
テ
ィ
の
『
群
衆
と
権
力
』
（
日
獣
9
壼
三
●
寒
霧
。
・
ミ
肺
、
蕊
－

。・

。
§
邑
に
よ
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
の
「
間
違
い
」
に
答
え
て
い
る
。
カ
ネ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

テ
ィ
に
と
っ
て
、
集
団
現
象
と
は
群
衆
現
象
で
あ
り
、
群
衆
は
火
の
イ
メ

ー
ジ
で
あ
る
．
「
溶
解
状
態
の
集
団
」
と
暴
力
と
は
、
む
し
ろ
「
最
古
の

行
為
へ
向
う
恐
る
べ
き
退
行
」
と
み
な
さ
れ
る
．
カ
ネ
ッ
テ
ィ
は
ま
さ
に

「
反
サ
ル
ト
ル
」
で
あ
る
（
P
一
邑
。

　
つ
づ
く
二
章
（
一
客
U
。
置
窪
曾
ぎ
三
〆
∪
。
一
・
魯
馨
瑳
①
）
は
、
作
家
と

し
て
の
サ
ル
ト
ル
の
特
異
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
人
間
は
、
み
ず
か
ら
が

自
由
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
に
は
、
創
造
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
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ヤ
　
　
ヤ

人
問
”
自
由
“
創
造
。
根
源
的
自
我
と
は
作
品
で
あ
る
．
か
く
て
、
芸
術

家
は
想
像
的
人
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
想
像
力
と
は
、
特
殊
サ
ル
ト
ル

的
な
意
味
に
お
い
て
、
現
実
に
暴
力
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

「
言
葉
の
遊
戯
」
で
は
な
い
。
芸
術
家
が
政
治
に
関
心
を
抱
く
と
き
．
「
想

像
力
を
権
力
に
」
つ
け
る
こ
と
と
な
り
、
ト
ー
タ
ル
な
革
命
へ
の
権
利
要

求
と
な
る
。
「
芸
術
家
と
知
識
人
は
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
（
そ
れ
故
に
暴
力
的

な
）
行
為
を
欲
す
る
。
《
理
想
主
義
V
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
は
世
界

に
対
し
て
全
面
的
な
無
化
（
泳
導
蓼
昌
自
笹
。
富
一
。
）
を
行
使
す
る
た
め
で

あ
る
．
…
…
知
識
人
”
芸
術
家
は
、
即
刻
、
現
実
を
想
像
力
の
命
ず
る
ま

ま
に
し
よ
う
と
す
る
か
ら
、
暴
力
に
よ
っ
て
誘
惑
さ
れ
る
の
だ
」
（
質
爲
ω
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

サ
ル
ト
ル
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
バ
リ
リ
ィ
エ
は
、
見
事
に

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

専
門
的
で
、
曰
く
言
い
難
い
も
の
を
表
現
す
る
語
彙
を
忌
み
嫌
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
い
例
が
一
．
簿
話
－
5
一
。
コ
、
9
お
ら
器
－
8
－
倉
．
9
き
．
Φ
撃
冨
の
で
あ
る
。

前
者
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
評
器
ぎ
の
翻
訳
で
あ
る
が
、
後
者
の
ブ
リ
コ
ラ

ー
ジ
ュ
は
一
体
何
か
。
そ
れ
は
「
言
語
の
平
野
の
な
か
に
あ
る
ダ
ッ
シ
ュ

の
の
ぞ
ぎ
穴
を
付
け
た
堅
固
な
城
砦
」
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
「
難
攻
不
落
」

で
、
「
共
通
の
話
し
方
」
を
支
配
し
て
い
る
。
『
も
し
も
そ
れ
ら
が
フ
ラ
ソ

ス
語
で
な
け
れ
ば
、
ド
イ
ツ
語
で
も
な
い
」
（
》
お
ω
）
。
も
う
ひ
と
つ
、
同

一
語
の
呪
文
的
反
覆
の
文
体
の
例
1
《
H
一
ロ
、
『
”
冨
ψ
魯
。
酵
倉
象
静

目
巴
の
一
①
象
m
マ
①
。
。
φ
畠
。
酵
q
。
象
巴
お
》
（
9
ミ
ミ
肋
隠
彗
§
§
§
養
貧

9
臣
暴
5
這
。
。
ω
｝
冨
零
？
零
一
）
「
何
処
に
概
念
が
あ
る
の
か
？
　
私
た
ち

は
魔
術
的
文
句
の
な
か
に
い
て
、
人
間
的
秘
儀
の
ア
ブ
ラ
カ
ダ
ブ
ラ
を
眩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

や
い
て
い
る
」
（
質
一
認
）
。
文
学
的
言
語
を
合
理
的
か
つ
哲
学
的
な
仕
方
で

提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
は
読
者
を
「
騙
し
」
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
図
一
。
い
φ
・
留
黄
”
暮
9
毎
は
、
サ
ル
ト
ル
が
哲
学
者
に
も
ま
し
て
、

「
幻
想
家
」
、
そ
し
て
そ
の
心
象
の
イ
メ
ー
ジ
の
犠
牲
者
で
あ
る
こ
と
、
直

観
に
よ
っ
て
体
験
さ
れ
た
日
常
的
世
界
を
構
築
す
る
「
強
烈
な
、
力
強
い

主
体
」
で
あ
る
こ
と
を
例
証
す
る
。
「
二
つ
の
バ
ス
」
の
ひ
と
つ
は
、
『
批

判
』
に
お
け
る
有
名
な
事
例
、
サ
ソ
ジ
ュ
ル
マ
ソ
広
場
の
停
留
所
で
バ
ス

を
待
っ
て
い
る
人
び
と
の
群
れ
、
「
集
列
体
」
と
し
て
集
ま
っ
て
い
る
人

び
と
の
「
多
数
の
孤
独
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
こ
れ

ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
『
道
徳
の
た
め
の
ノ
！
ト
』
の
な
か
の
事
例
（
テ

ク
ス
ト
は
、
q
9
ミ
ミ
串
寧
8
下
鵠
O
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
る
。
私
は

バ
ス
の
後
部
の
立
席
に
い
て
、
発
車
し
た
バ
ス
の
後
方
か
ら
馳
け
て
来
る

人
に
手
を
差
し
の
べ
、
彼
の
乗
車
を
助
け
て
や
る
。
こ
の
手
を
差
し
の
べ

る
行
為
は
．
他
者
を
助
け
る
意
図
の
表
明
で
あ
る
。
私
は
ま
た
「
贈
物
」
、

つ
ま
り
差
し
の
ぺ
た
手
は
受
け
と
ら
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
助
け
は
こ

　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

こ
で
は
情
念
で
あ
る
。
こ
の
瞬
間
に
は
、
助
け
る
と
い
う
人
間
関
係
が
存

在
し
、
二
つ
の
手
を
互
い
に
握
り
締
め
て
い
る
と
ぎ
に
、
助
け
ら
れ
た
人

は
、
「
二
つ
の
自
由
の
統
一
」
を
ひ
と
つ
の
知
覚
の
な
か
に
実
現
す
る
。

こ
れ
は
、
「
隔
壁
の
あ
る
世
界
」
「
陰
気
な
集
列
性
」
と
は
反
対
で
あ
る
。

「
ひ
と
つ
の
バ
ス
か
ら
他
の
バ
ス
ヘ
』
ー
こ
の
変
転
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ

う
。
バ
リ
リ
ィ
エ
は
、
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ソ
広
場
で
の
サ
ル
ト
ル
の
或
る
日

の
体
験
、
彼
は
『
批
判
』
を
執
筆
す
る
み
ず
か
ら
の
手
を
差
し
の
べ
は
し

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
隣
人
の
行
為
を
目
撃
し
た
の
だ
、
と
言
う
。
サ
ル

114、
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ト
ル
の
な
か
に
は
矛
盾
し
た
テ
ー
ゼ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
二
つ
の
バ
ス
は

ど
ち
ら
も
く
真
実
V
で
あ
っ
て
、
「
世
界
の
真
理
」
が
複
数
で
あ
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

な
ぜ
い
け
な
い
の
か
。
日
常
性
の
地
獄
と
は
、
や
は
リ
サ
ル
ト
ル
の
「
豊

饒
な
想
像
力
」
の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
眩
量
と
孤
独
－
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
神
秘
を
た
た
え
た
サ
ル
ト
ル
的
世

界
は
、
事
物
の
レ
ア
リ
テ
か
ら
程
遠
く
、
そ
の
直
観
的
幻
想
は
危
険
き
わ

ま
る
誘
惑
で
あ
る
。
「
具
体
的
な
、
政
治
的
、
社
会
的
世
界
の
な
か
に
、

創
造
的
な
、
無
化
す
る
暴
力
的
な
意
識
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
を
課
す
る
こ
と
。

多
く
の
作
家
や
知
識
人
が
マ
ル
ク
ス
の
た
め
に
芸
術
を
仕
え
さ
せ
、
革
命

の
た
め
に
反
抗
を
仕
え
さ
せ
る
の
に
対
し
て
、
サ
ル
ト
ル
は
そ
の
逆
の
こ

と
を
す
る
。
彼
に
お
い
て
は
、
ラ
ン
ボ
ー
が
、
想
像
的
な
も
の
を
権
力
に

つ
か
せ
る
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
、
あ
る
い
は
へ
ー
ゲ
ル
を
お
の
れ
に
仕
え

さ
せ
る
の
で
あ
る
」
（
戸
一
瞳
）
．
作
家
”
芸
術
家
の
支
配
は
、
哲
学
者
の
そ

れ
よ
り
も
な
お
一
層
悪
し
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ア
ロ
ン
は
サ
ル
ト
ル
の
無

知
を
非
難
す
る
、
君
は
政
治
学
、
社
会
学
、
経
済
学
に
つ
い
て
何
も
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

な
い
の
だ
、
と
。
だ
が
、
ア
・
ソ
対
サ
ル
ト
ル
は
、
た
ん
に
専
門
家
対
芸

術
家
で
は
な
い
。
ア
ロ
ソ
も
ま
た
、
サ
ル
ト
ル
に
劣
ら
ず
く
主
体
性
の
思

想
家
V
で
あ
っ
た
。
バ
リ
リ
ィ
ェ
は
、
ア
ロ
ソ
が
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン

ト
の
社
会
学
的
宗
教
に
関
し
て
、
「
人
間
は
彼
ら
を
結
び
つ
け
る
も
の
を
愛

し
、
彼
ら
を
引
き
裂
く
も
の
を
愛
す
る
の
は
至
難
の
業
だ
」
（
富
。
・
緊
§
3

魯
＆
℃
§
G
・
§
。
・
§
§
§
暴
O
邑
一
暴
登
8
F
蒙
一
」
雪
。
う
一
ト
⊃
ω
）
と
い

う
言
葉
を
引
き
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
強
調
す
る
。
「
確
か
に
、
プ
テ
ィ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

カ
マ
ラ
ー
ド
を
《
引
き
裂
く
V
も
の
、
端
的
に
い
っ
て
、
主
体
性
の
こ
の

騎
士
た
ち
を
峻
別
す
る
も
の
を
忘
却
す
る
こ
と
は
論
外
で
あ
る
。
科
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

人
間
と
し
て
の
ア
ロ
ソ
は
、
客
観
性
に
つ
い
て
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
仕

事
を
し
よ
う
と
決
意
し
た
．
そ
の
哲
学
的
間
題
は
、
科
学
を
く
人
間
化
V

（
言
舅
導
ぎ
）
し
、
彼
に
理
性
を
見
失
わ
せ
な
い
。
芸
術
家
と
し
て
の
サ
ル

ト
ル
は
、
主
体
を
そ
れ
自
体
と
し
て
讃
美
し
、
主
体
性
の
問
題
そ
の
も
の

を
絶
え
間
な
く
変
移
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
を
決
意
す
る
。
要
す
る
に
、
ア
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ソ
は
、
あ
ら
ゆ
る
間
題
関
心
に
わ
た
っ
て
、
主
体
性
の
フ
ィ
ロ
ゾ
ー
フ
た

る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
彼
は
、
概
念
の
明
晰
性
、
包
括
性
を
け
っ

し
て
放
棄
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
或
る
意
味
で
《
文
学
V
が
不
可
避
で
あ

る
こ
と
を
説
得
さ
れ
た
に
し
て
も
、
彼
は
そ
れ
を
回
避
し
、
言
葉
の
暖
昧

性
の
な
か
で
快
楽
に
耽
け
ら
な
い
よ
う
努
め
る
．
彼
の
作
品
は
、
相
対
的

客
観
性
を
探
究
す
る
の
だ
」
（
旨
一
お
山
q
o
）
と
。

　
サ
ル
ト
ル
と
同
じ
よ
う
に
、
文
学
と
批
評
に
た
ず
さ
わ
る
バ
リ
リ
ィ
エ

は
、
そ
れ
ゆ
え
に
〈
文
学
の
限
界
〉
を
よ
く
心
得
て
い
る
、
あ
た
か
も
ア

ロ
ン
が
歴
史
認
識
の
く
客
観
性
の
限
界
V
を
心
得
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う

に
。
こ
の
限
界
を
超
越
す
る
《
美
学
的
次
元
V
は
、
狂
気
と
非
理
性
の
思

想
へ
と
旋
回
し
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
書
を
通
し
て
、
バ
リ
リ
ィ
エ

は
、
芸
術
、
想
像
力
、
言
葉
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
サ
ル
ト
ル
的
暴
力
に

対
し
て
、
慎
み
深
さ
を
警
告
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書

の
終
章
（
図
昌
9
・
す
曾
蓼
一
一
黄
）
に
お
い
て
、
サ
ル
ト
ル
と
ア
ロ
ソ
は
、

寓
意
的
に
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
カ
ス
ト
ー
ル
と
ポ
ル
ッ
ク
ス
に
た
と
え
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
人
の
プ
テ
ィ
・
ヵ
マ
ラ
ー
ド
は
、
双
子
座
に
輝

　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

く
ユ
マ
ニ
ズ
ム
の
二
星
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
。
　
　
奈
良
和
重
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